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( 科目コード：8102020064MM)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】材料学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

金子 忠夫

【授業目標・教育方針】
材料学は機械系の学生が一度は必ず学習する機械材料に関する工学基礎知識であり、本校では３～４年次の１年半で
全体を一通り学習します。

【授業概要】
３年生の材料学で使用した教科書でまだ学習していないところを学習します。後半の６週は、いままで概略しか学習
してこなかった転位論についてもう少し踏み込んだ学習をします。転位は結晶中に存在する欠陥の一種ですが、金属
材料の変形や強さの問題を考えるときに欠かせないものです。転位論を理解することで金属材料の力学的性質がより
深く理解できるようになります。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：材料学：久保井徳洋他：コロナ社
３年生の時に使用した教科書を継続して使います。
材料学が難しく感じている学生に読んで欲しい本を紹介しておきます。
坂本卓著「おもしろ話で理解する金属材料入門」（日刊工業新聞社）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義

【備考】
事前に３年次の復習をしておいて下さい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力
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【授業計画】（授業名：材料学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 状態図を用いた計算
（その１）

てこのルールの導出の再確認

2 回 状態図を用いた計算
（その２）

てこのルールの計算練習 レポート

3 回 Ｆｅ－Ｃ系状態図 炭素鋼の状態図および組織
4 回 熱処理 焼ならし、焼なまし

マルテンサイト変態と焼入れ、焼き戻し
5 回 Ａｌ－Ｃｕ合金 時効硬化とＧＰゾーンの形成
6 回 構造用金属材料 一般構造用鋼材、溶接構造用鋼材と炭素当量

ハイテン鋼
7 回 中間試験
8 回 機械構造用合金鋼 合金元素の役割、浸炭、窒化
9 回 アルミ合金、チタン合金 ジュラルミン、Ｔｉ－６％Ａｌ－４％Ｖ他
10 回 鋳造用金属材料 鋳鉄、鋳鋼、鋳造用銅合金、鋳造用アルミ合金
11 回 工具鋼 炭素工具鋼、高速度工具鋼他
12 回 耐食材料 ステンレス鋼と表面処理
13 回 防食 電気化学的な考察と各種の防食方法
14 回 耐熱金属材料 高温酸化、クリープ現象
15 回 拡散 拡散現象と活性化エネルギ
16 回 フィックの法則 拡散係数、フィックの第１法則
17 回 特殊機能金属材料 ろう付け合金、軸受用合金、永久磁石、形状記憶合

金、アモルファス
18 回 高分子材料 熱可塑性プラスチック、熱硬化性プラスチック
19 回 成形法 射出成形、圧縮成形、ブロー成形
20 回 セラミックス アルミナ、窒素ケイ素、部分安定化ジルコニア
21 回 複合材料 ＦＲＰ、複合則
22 回 まとめ
23 回 中間試験
24 回 転位論その１ 転位論の概説

完全結晶の理論強度
25 回 転位論その２ 正負の刃状転位と左右のらせん転位，混合転位．　

（こんにゃく模型で転位を理解する）
26 回 転位論その３ 転位の一般的な定義，バーガーズベクトル
27 回 転位論その４ らせん転位の自己エネルギの計算
28 回 転位論その５ 転位を動かすのに必要な臨界せん断応力
29 回 転位論その６ 転位の増殖機構（フランクリード源） レポート
30 回 まとめ
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